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例  言

1.本報告書は,高松市東部運動公園 (仮称)整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 4冊で,高松市高松
町に所在する奥ノ坊古墳群 (おくのぼうこふんぐか と高松市新田町に所在する久米池遺跡 (く めいけいせき)
の報告を収録した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次のとおりである。
奥ノ坊古墳群  調 査 地 :高松市高松町奥ノ坊

羽或1諸関月5日～ 6月 27日

羽或1繁円月4日～11月 28日

平成17年1月 4日～ 8月 31日

高松市新田町久米池

平成15年1月 8日～1月 21日

平成lκ関月1日～18年3月 31日

3.発掘調査から整理作業及び報告書編集まで高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員大山訴頭Jが担当
した。

4。 発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々からご教示を得
た。記して厚く謝意を表すものである。 (五十剖頃,敬称Vel
香川県教育委員会, 保つ香川県埋蔵文化財調査センター,古高松土地改良区,地元自治会,地元水利組合
國木健司,佐藤竜馬,古野美穂子,松田重治

5,発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚く謝意を表すものである。
(卿 )

信吉純恵,大野宏和,川部浩司,増田ゆず (徳島文理大学大学院当嘲
林田真典ぅ水田貴士 (徳島文理大学当嘲

6.本調査に関連して,以下の業務の一部を業務委託発注により実施した。
航空写真測量・……… 国際航業 lal

遺物写真撮影。…………西大寺フォト

7.挿図として,国土地理院発行1/25,CX10地形図「高松北部」「高松南部」「Inl山」「志度」を一部改変して
使用した。

8,本報告の高度値は海抜高を表し,方位は国土座標第Ⅳ系 (日本測地系)の北を甫 、

9。 本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。
SA:柱穴列  SD:溝  SK:土坑 SP:柱穴 ST:土坑墓

10.本書で使用した図版の縮尺は注記の無い場合は次のとおりである。
遺構 :1/40 土器 :1/4 石器 。金属製品 :1カ

11.発掘調査で得られた資料は高松市教育委員会で保管している。 (ただし,奥ノ坊古墳群から出土した人骨及
び遺物の一部は近世～現代の墓に伴うものであり,墓地所有者が判明していることから,所有者に返却した。)

測量調査

発掘調査

翻 イ僕

久米池遺跡   調 査 地
鞠 譴

翻 1牒
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 事業全体の経緯と経過

高松市では全市的なレベルでまとまった総合的なスポーツレクリエーション活動拠〕点として高松市東部運動公

園 (仮称)の整備が計画され,その基本構想・基本計画が平成 5年度に策定された。運動公園整備予定地となっ
たのは高松市の東端の丘陵地帯で,高松町の奥ノ坊・大空・全り|1渕地区で,総事業面積は47.2haに及ぶ広大なも
のであった。整備予定地には香川県の弥生後期を代表する大空遺跡をはじめ,奥ノ坊古墳及びスベジ古墳の存在
が知られており,この他にも未周知の埋蔵文化財が所在する可能陛は高いと考えられた。このため工事に先立ち

整備予定地内に所在する埋蔵文イ限オの取り扱いについて都市開発部公園緑地課と協議を行い,事前に試掘調査を
実施し,埋蔵文化財の包蔵状況を切ら力引こすることで合意した。
高松市教育委員会では,平成 7年度から用地買収の完了した土地について試掘調査を実施した。平成 7年度に
は大空古墳,倒 |1渕古墳,奥ノ坊 2号墳 (その後の本調査で 3・ 4号墳も発見)を発見した。これを受け,再度
都市開発部公園緑地課と埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い,工事の前に記録保存を行うことで合意した。
試掘調査はその後も継続して行い,平成 9年度までに整備予定地内に203箇所のトレンチを掘削した。この調査
により,周知の埋蔵文化財包蔵地であった大空遺跡,奥ノ坊古墳,スベジ古墳の3遺跡については,既にほとん
ど消滅しており事前の保護措置の必要がないことが判明した。一方,新たに奥の坊権現前遺跡,奥の坊遺跡,奥
の坊奥池西遺跡,大空北遺跡の4集落遺跡が発見された。新たに発見された遺跡の総面積は約 30,lXXlだである。
これらの遺跡についても順次都市開発部公園緑地課と協議を行い,工事前に記録保存を行うことで合意した。
一方,運動公園整備工事は平成9年度から洪水調整池の工事を行い,平成 12年度後半から全体の造成工事を行
うことが予定されていた。このため洪水調整池部分の発掘調査を早期に着手し,平成 12年度前半までに全調査
を終えることとした。調査維窮地は遺跡総面積 30,CX10だのうち現道及び現水路を除く約豹 910督とした。その後,

工事計画が変更になり,平成 14年度後半から全体造成工事が開始されることになり,発掘調査についても平成
14年度前半まで期間を延長できることとなった。このため,当初は掘削深度が深く,調査面積も広大で,調査瑚
間も短いことから,掘削業務を委託発注して調査を実施していたが,平成 11年度より比較的掘削深度の浅い部
分については直営で調査を行つた。

また,平成 15年 1月 には運動公園整備工事に使用する粘上を新田HTh米池から採取することとなり,同地に
所在する久氷池遺跡について工事に合わせて調査を実施した。

表 1 東部運動公園 (仮称)整備に伴う発掘調査経過
番 号 遺跡名 調査区 調査期間 調査面積 (雷 ) 調査方法 報告書

試掘調査 全域 995,8.4～ 1997.10,8 2,997 直 営

I (1999,3干 1)① 大空古墳 全域 996.2.14ヘン1996.2.23 直営

② 金川渕古墳 全域 996.2.23´ フヽ1996.3.8 直営

③ 奥の坊権現前遺跡 I～Ⅲ 997.2.10-1997.3.24 1,560 委託
Ⅱ (2004.3干J)

④ 奥の坊権現前遺跡 Ⅳ～Ⅵ 997.10.7-1998.3.13 5,200 委 託

⑤ 奥の坊遺跡 I～Ⅳ 1998.9,14′ フヽ1999.2.19 4,900 委託 未 刊

⑥ 大空北遺跡 全域 999.4.16ヘン1999.6.4 2,200 直営 Ⅲ (2004.12刊 )

⑦ 奥の坊遺跡 V 999.5。 28-1999.7.13 直営 未 刊

⑥ 奥の坊遺跡 WI o Wll 999.11.10～ 2000.3.3 2,300 委託 未刊

◎ 奥の坊奥池西遺跡 全域 2000.4.17～ 2000,7.25 3,600 直営 Ⅲ (2004.12干 1)

⑩ 奥の坊遺跡 Ⅷ 2000.10.2～ 2000。 12.28 直営 未刊

⑪ 奥の坊遺跡 Ⅸ 2000,10.5-2001.1.12 1,180 委託 未刊

⑫ 奥ノ坊古墳群 (測量) 全域 2001.6.5～ 2001.6.27 直営 Ⅳ (本報告書)

⑬ 奥の坊遺跡 X 2001 8.27-2002.1.18 1,320 委託 未刊

⑭ 奥ノ坊古墳群 全域 2001.9.4-2001.11.28 1,020 直営 Ⅳ (本報告書)

⑬ 奥の坊遺跡 XI 2002.4.2～ 2002.7.5 1,180 直営 未 刊

久米池遺跡 全域 2003.1,8～ 2003.1.21 立会 Ⅳ (本報告書)
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第1図 高松市東部運動公園 (仮称)整備事業発掘調査地 (S=1/2,500)

第 2節 発掘調査の鱗 と経過

奥ノ坊古墳群は事業地北側の丘陵から舌状に派生する尾根の先端部に位置する。堀切によつて独立した地形と

なつており,その形状から前方後円墳が想定された。このため,試掘調査を早期に実施したい地域として事業主

体である公園緑地課と協議を進めていた。しかしながら,当該地は墓地であり,移転先の交渉等の遅れから用地

買収も遅れる見込みであつた。このため,平成 7年 8月 に土地所有者の承諾を得て試掘調査を実施した。当初は

前方後円墳を想定しており,また上部平坦面が墓地となつていたことから,墳裾の確認を行うトレンチ調査を実

施した。前方後円墳は確認されなかつたが,後円部裾を想定していた箇所で周溝と考えられる溝を検出し,その

中心部に墓坑あるいは盗掘坑と考えられる窪みが現地形から読み取れ,円墳が所在することが判明した。なお,

昭和 40年の開墾時に消滅してしまつたが,当該地の西側にかつて所在した尾根上においても奥ノ坊古墳と呼ば

れる円墳があったことが知られており,周辺部にまだ古墳が所在する可含旨l■_が考えられた。その後,冬季に再度

現地踏査を行ったところ,尾恨の数箇所に窪みが見られることが判明し,また平成 13年 6月 5日 から6月 27日

に現地の測量を実施したところ, さらに数基の古墳が存在する可能 l■が考えられた。このため,堀切で区切られ

た前方後円墳状の尾根全域の 1,020ポを発掘調査対象地とした。なお,遺跡為は奥ノ坊古墳群とし,昭和 40年

に消滅した古墳を1号墳と改称し,試掘調査で確認した古墳を 2号墳とし,発掘調査で確認された順に古墳名を

つけることとした。発掘調査は墓地移転後の平成 13年 9月 4日 から実施した。表土を掘削したところ, さらに 2

基の古墳が所在することが判明し,3・ 4号墳とした。この他,土坑・溝等を検出し,11月 28日 に全調査を終了

した。

久米池遺跡は当事業地から南へ約 3kmの新田町久米池に所在する。浚渫工事の際に遺構・遺物が確認されて
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いるが,これまで発掘調査は行われておらず,その範囲や14格は不明の遺跡であった。平成 15年1月 ,当事業の
修景池整備に際し,久米池から5,000m3の粘土を採取することとなった。遺跡は池底に位置し,ヘ ドロの厚い堆
積が認められ重機や人の進入が困難なことから,事前の試掘調査の実施は不可能と判断した。事業主体である公
園緑地課と協議の結果,工事実施時に数箇所トレンチ調査を実施し,遺跡の無い範囲で工事を行うことで合意し
た。発掘調査は 1月 8日 から 1月 21日 までの実働 6日 間で実施した。

第2図 奥ノ坊古墳群調査地位置図 (S=1/2,500)
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―                                                      |

第3図 久米池遺跡調査地位置図 (S=1/2,500)
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第 3節 整理作業の経過

東部運動公園整 (仮称)備事業に伴う発掘調査は平成 14年度まで行われた。このため,各調査年度の謹年度
に上器洗浄や俵合等の基礎整理を行うのみで,本格的な整理作業は全調査終了後の平成 14年度後半から実施した。

奥ノ坊古墳群の整理作業は,平成 14年度において基礎整理を実施し,本格的な整理作業は平成 17年 1月から
8月 において実施した。久米池遺跡の整理作業は,平成 15年度において基礎整理を実施し,本格的な整理作業は
平成 17年 8月から平成 18年 3月 において実施した。以下に工程表を掲載する。

表2 奥ノ坊古墳群整理作業工程表

平成 14年度
平成 16年度 平成 17年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

基礎整理

実  測
トレース

レイアウト

報告書作成

表3 久米池遺跡整理作業工程表

平成 15年度
平成 17年度

8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月

基礎整理

実  測
トレース

レイアウト

報告書作成
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松市は香川県のほぼ中央,瀬戸内海に面している。高松市域の大部分は高松平野によつて占められている。
東を立石山,雲附山等に,南を日山,上佐山,西を五色台山塊に遮られ,北に瀬戸内海を望み位置しており,南
北約刻吼 東西約 161cnを測る。平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,侵食の容易な
花南岩層 (三豊層詢 が風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われていたことによつて侵食解析から取り残されて

形成されたメサまたはビュートと呼ばれるもので,讃岐ののどかな田園風景の象徴の一つである。
高松平野は四国中央部に東西に連なる讃岐山脈に端を発する中小河川により形成された沖積地である。高松平

野には,西から潮 ||,香刺 ||,春日川,新川といつた河川が瀬戸内海に向けて北流している。本調査区の位置
する古高松 (高松町・新田町。春日fHTlは ,この中の春日サ||,籾 ||にほど近い地域である。春日。新サ十1の両河川

は水量に乏しく,平野中央部を流れる香刺 ||のように大規模な扇状地は見られない。また,古高松の北部は,江
戸時代初期の干拓により陸地化されたものであり,寛永 10(1鶴3)年の『讃岐国絵図』によると,その頃の海岸

線はかなり内陸に入り込んでおり,屋島は島として描かれている。北を屋島に面した海岸 (旧地形による),東
を立石山山塊,南を久米山丘陵,西を春日サ十1によつて限られた高松平野北東部の一角は,古代・中世を通じて「高松」

(讃岐国山田郡高松郷)と呼ばれたが,天正 16(1588)年の勾詢親正による高松城築造以後は,城下高松に対し
て「古高松」と呼称されてきた。江戸時代以前の古高松の地形が推定可能な史料として香西成資が古老の話を元

に享保4(1719)年に編纂した『南海通制 がある。その中に天正 10(1582)年頃の地形として「・―春日ノ里二至ル,

ナ阿レ 屋ヽ島山,石清尾山両受ノ間,入海ニテ山田郡小山ノ下マデ潮サシ来比 遠干潟ナ春日里卜木太郷ノ間,海
ノ中道アツテ通用ス。…」との記述がある。ここでいう小山とは,現在の高松市新田HT/JA山 にあたると考えられ,
この小山近辺まで海岸線あるいは河口が湾状に入り込んでいたと想定できる。

今回,東部運動公園 (仮称)整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業として発掘調査が行われた「奥ノ坊」は

高松町の北東端にあたり,地形的には高松市と牟礼町にまたがる標高 100～ 2∞mの山塊の,西側低丘陵地の尾根

及び谷部に位置する地域である。現在はかなり内陸的な様相を示すが,上記の推定海岸線から考えると海岸から
1～ 1.51onと非常に近かつたと推測される。

第 2節 歴史的環境

高松平野では,昭和60年代以降,高松東道路建設,太田第 2土地区画整理事業,空港地再開発などの大規模プ
ロジェクトに伴い発掘調査件数が増大したことによつて遺跡数は飛躍的に増大し,高松平野の形成過程や集落の

様相が次第に明らかになってきている。今回の発掘調査事業地は高松平野の東部にあたり,平野北西部に位置す
る石清尾山塊と共に遺跡の多い地帯として早くから認識されてきた地域である。

当事業期司辺の遺跡の大部分は弥生時代から古墳時代にかけてのものであるが,旧石器・縄文時代の遺物・遺

構も若干知られている。旧石器時代については,本格的な遺構は知られていないが,久米池南遺跡 (東山崎BTl

においてナイフ型石器が出土している。縄文時代については,小山・南谷遺跡において落とし穴状の土坑が 14

基検出されているほか,旧河道中から縄文土器が出上している。当事業地においても奥の坊奥池西遺跡において

落とし穴と考えられる遺構が検出されており,小山。南谷遺跡との関連が注目される。一方,平野中央部の発掘

調査においては旧河道からの晩期の上器の出土例は多いが,井手東 I遺跡において地表面下約Юcmか らアカホヤ

の堆積層が確認されていることが特筆される。

弥生時代前期の遺跡としては,平野中央部では二重の環濠が検出された汲仏遺跡等が知られているが,平野東
部では現在のところ発見されていない。中期前半では当事業で確認された奥の坊遺跡が知られている。南向きの

緩斜面に営まれた集落で,多量の上器・石器に伴い分銅形土製品や擬朝鮮系無文土器等も出土している。また,
丘陵部を東に越えた羽問遺跡では細形銅剣が出上している。中期後半では久米山東側丘陵上に立地する高地陛集

落の久米池南遺跡がある。後期前半では既に消滅してしまつたが,香川県の弥生時代後期前半の標識土器が出土

したことで知られる大空遺跡が当事業地内に所在した。また,当事業地内の奥の坊権現前遺跡をはじめ,スベリ

山南遺跡,南谷遺跡,小山・南谷遺跡がある。いずれの遺跡においても製塩土器が多量に出土することが知られ
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ている。後期後半では漆を採取していたと考えられる原中村遺跡があげられる。

古墳時代の集落遺跡は周辺では見られず,平野中央部においてもあまり知られていなヤ屯一方,古墳は多く築
造されている。高松平野では債石塚として有名な石清尾山古墳群があるが,平野東部では盛土古墳しか見られな
い。平野東部では諏訪神社古墳が古式の古墳であることが知られている。また,前期の高松市茶臼山古墳は全長
60mの前方後円墳で,後円部には竪穴式石室が 2箇所設けられており,第 1主体からは鍬形石2点,画文帯神獣
鏡 1′点などが出土している。中期では屋島の北端に所在する長崎鼻古墳において,阿蘇溶結凝灰岩製の石棺が出
土している。後期では副室構造の小山古墳,T字型の石室を持つ瀧本神社古墳等特異な古墳が多い。中でも香川
県で唯i石棚を持ち,畿内型の亀甲型陶棺を埋葬主体とし,承盤付銅銃を副葬する久本古墳の存在は特筆できる。
この他,小規模な岡山小古墳群,平尾古墳群といつた群集墳も見られる。当事業地においても,今回報告する奥
ノ坊古墳群のほか,これまでに大空古墳,9+1渕古墳の調査が実施されている。
古代の遺跡では,『日本罰 劃 にも記載されている古代山城屋鳴城の存在が知られている。近年の調査で城門遺
構や石垣が検出されている。また新田本村遺跡と小山。南谷遺跡では高松平野の条里地割に先行し,方向の異な
る条里地割が発見されている。この先行条里地割が当事業地内の奥の坊権現前遺跡においても確認されている。
古代寺院としては山下廃寺がある。古式の瓦を出土していることが知られているが,発掘調査は行われていない
ので詳細は不明である。また屋島北嶺の千間堂において 10～ 11世紀と考えられる礎石建物及び集積遺構が検出
されており,屋島寺の前身遺構と考えられている。
中世に入ると高松平野でも武士の台頭が目立つ。特に中央政権との関わりも多く,数多くの戦いが行われている。
まず,源氏と平氏が屋島で戦い,那須与―や佐藤継信の戦いぶりが『平家物話』によつて今日まで伝えられてい
る。南北朝期には讃岐の守護となった高松 (舟木)頼重が喜岡城を築城するが,北朝方の糸剛|1定禅の攻撃により
落城した。その後喜岡城は秀吉の四国征伐時にも落城している。中世の遺構としては,中世末～近世初頭にかけ
ての溝で区画された屋敷が検出された川南。西遺跡があげられる。当事業地内では中世の遺物は出土するものの,
遺構としては奥の坊奥池西遺跡において溝が検出された程度である。

近世の遺跡としては,近年高松城周辺で数多くの調査が実施されており,武家屋敷等が検出されている。平野
東部では,東山崎・水田遺跡や川南 。東遺跡等の農村が見られる。当事業地内では奥の坊遺跡において一部近世
の屋敷地を検出しているにすぎない。
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奥の坊権現前遺跡  2
奥 ノ坊 2～4号墳 7

大空南遺跡    12
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小山吉墳     22
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奥の坊遺跡
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漆谷吉墳群
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スベリ古墳(消滅)

羽間遺跡

小山・南谷遺跡

久本古墳

5奥ノ坊1号墳(消滅)
10大空遺跡(消滅)
15長尾1号墳
20新田本村遺跡
25岡山吉墳群

第4図 周辺遺跡分布図 (S=1/25,000)

3大空北遺跡
8大空古墳
13喜岡城(高松城)跡
18南谷遺跡
23山下廃寺
28久米池遺跡
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第 3章 奥ノ坊古墳群の調査成果

第 1節 調査地の概要と測量調査

奥ノ坊古墳群は,高松平野の東を画する立石山山塊から平野側へ舌状に延びる丘陵部の南緩斜面に所在する。
今回の調査地は,丘陵部からさらに南へ派生する尾根の先端部に位置する。尾根頂部の標高は 53.7mで,調査前
は,雑木林で,尾根頂部は個人が所有する墓地となつていた。墓地の半数は,花聞岩の自然石を墓石としたもの
で,記年銘のある墓石の最古のものが天保年間のものであることから,概ね幕末から現代までの墓地と考えられる。

また,西側斜面部において「ハラクフリ地蔵」 (「ハラクフリ」とは香川の方言で「下腹痛」のこと)と呼ばれる
花南岩の自然石を墓石とした墓が単体で所在していた。

第 1章で触れたとおり,今回の調査地にあたる尾根先端部が前方後円墳状の形態を呈していることから,前方
後円墳が所在する可能性を考え,試掘調査を実施した。試掘調査の結果,前方後円墳に関する遺構は検出されな
かつたが,周溝を検出し,その内側に盗掘坑と考えられる窪みが認められ,古墳時代後期の円墳 Q号慟 が所
在することが明ら力Чこなった。このため,尾根全域の現況測量を行うことで,古墳の存在の有無確認に努めるこ
ととした。

沢1量調査は平成 13年 6月 5日 から6月 27日 に実施し,沢1量図を第 5図に掲載した。この沢J量調査により,2
号墳の東のA地′点1こおいても同様の窪みが認められたほか,B地′点には窪みと石材の散布が認められ,古墳の可
台蟄陛が考えられた。

第 2節 発掘調査の方法と鰈 序

調査に先立って,現地に所在する墓石の移転作業を実施した。墓石の中には江戸時代にさかのばるものもあつ

たが,個人の所有であることから,撤去に際し立会のみを行った。墓石下から大骨と伴に近世陶磁器や寛永通費
を糸内めた木箱等が出上した。これら近世の墓地遺構に伴う事物の撤去を完全に行ってから発掘調査を実施した。

なお,出土物に関しては,墓地に伴うものであることから,所有者に返却した。
調査地は前方後円墳状を呈し,前方後円墳の存在の可能陛も考えられたことから,地形の主軸方向に lヶ所,主
軸に直交するように尾根の頂部にあたる2ヶ所に土層観察用のセクションを設定し,人力による掘削を行つた。
また,2号墳及び古墳の想定されたA・ B地点においても想定される墳丘主軸とそれに直交するセクションを設
定し,掘削を行つた。発掘調査の結果,想定された前方後円墳は所在せず,また,B地点にも古墳は所在しなかっ
たが,2号墳の他,A地点において3号墳,尾根頂部において4号墳を検出した。
調査区の基本層序は4層に分層できる。第 1層は灰黄褐色砂質土で,尾根頂部には,ほとんど堆積せず,斜面
部にのみ見られる①第2層は暗灰黄色砂質上で,尾根鞍部にのみ堆積するものである。第3層は黄褐色砂質土で,
全域に堆積している。第4層は黄灰色砂質土の地山である。遺構面は,この地山の直上の1面のみである。先述
の2～ 4号墳までの円墳 3基の他,土墳墓 5基,土坑20基,ピット多数を検出した。これらの遺構は概ね近世
のものと考えられるが,一部弥生時代にさかのばると考えられるものもある。

第 3節 遺構

(1)鼓

1号墳 (第 4図 D
駈

調査地の約 8帥西方にかつて所在した古墳である。今回の調査地と同様に北側の丘陵から派生する尾根上に位

置していたが,昭和網年の開墾によつて消滅した。所在地の現在の標高は45m前後であるが,現地は1～ 銃程
度肖1平されていることから,46～ 47m程度の標高に所在したと考えられる。墳丘は円墳とされている側常 197の が,

その規模については不明である。埋葬施設及び周溝の存在等についても不明である。
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出倒

昭和網年の開墾時に須恵器平瓶が出土している 側ht4 197の 。やや扁平で肩部が強く屈曲するもので,7世紀中
葉から後葉の古墳であつた可能 l■が考えられる。

2号墳 (第 11・ 12図)

駈

調査地の南部で検出した古墳である。尾根の南端に位置し,墓墳床面の標高は約 49mで,調査区内では最も低
位に立地する。墳丘は,盛上が流出しており不明であるが,弧状に巡る周溝の規模から,直径約 1的 の円墳の可
能性が考えられる。墳丘南半は花南土の採土により,削平されている。

助

主体部は消滅しており不明であるが,横穴式肩室が所在したと考えられ,その墓墳を検出した。斜面部に掘削
されているため,尾根上吉M則ほど幅広く掘削されており,上端では最大幅 3.2m,残存長 3mを測るが,床面では
幅 2m,残存長 2mを測り,主軸方位はN-2ず 一Eである。床面はほぼ平坦で,標高 48。 95mを沢1る。横断面は
逆台形を呈し,縦断面は奥側の地山を緩やかながらもL宇状に切り取つている。埋土は3層に分層でき,断面図
第 3・ 4・ 8層が該当する。第3層は明黄褐色砂質土,第 4層は黒褐色砂質上で,いずれも遺物は出土していないが,
流土と考えられる第5層の褐色砂質土層より掘り込まれていることから,盗掘坑埋土と考えられる。第8層は褐
色の砂質上で,第 5層の下部から掘り込まれていることから,墓墳の埋土と考えられる。

周溝

周溝は,幅 1.魏 深さOcm9検出長 1lmを測る。埋土は2層に分層できる。上層は断面図の第6層に該当し,
にぶい黄褐色砂質土,下層は第 7層に該当し,褐色の砂質土である。古墳上部斜面をL宇状に切り取り,尾根と
墳丘を区画している。

出倒

試掘調査時に周溝部分から出土した須恵器の甕の体部の小片 1点のみで,詳細な時期は不明である。

3号墳 (第 13・ 14・ 23剛

駈

調査地の南東端で2号墳に隣接して検出した古墳である。尾根の南端に位置し,墓墳床面の標高は約 5飾である。

墳丘は,盛上が流出しており不明であるが,弧状に巡る周溝の規模から,直径約 llmの円墳の可能l■が考えられる。

墳丘南半は花南上の採土により,削平されている。

蜘

主体部は消滅しており不明であるが,横穴式肩室が所在したと考えられ,その墓噴を検出した。斜面部に掘削
されているため,尾根上部側ほど幅広く掘削されており,上端では最大幅 2.孔 残存長 3.助 を測るが,床面で
は幅 1.軸 残存長 2.8mを測り,主軸方位はN― ガ ーEである。床面は標高 5飾前後で,奥側が高くなつている。

横断面は逆台形を呈し,縦断面は奥側の地山をシャープにL宇状に切り取つている。埋土は4層に分層でき,断
面図第 4・ 5・ 7・ 8層が該当する。第 4層は黒褐色砂質土,第 5層は暗褐色砂質上で,埋土中から桟瓦が出土して
いることから,江戸時代後半以降の盗掘坑埋土と考えられる。第 7層は褐色の砂質土,第 8層は黄褐色砂質上で,

墓墳埋土と考えられる。なお,墓墳底面の南西隅にはやや窪みが認められ,石材の抜き取り痕の可能l■が考えら
オ化る。

周溝

周溝は,墳丘の尾根上苦M則にのみわずかに残存していた。幅 1.軌 深さ10咄 検出長 5。 約を測る。埋土は断
面図第6層に該当し,橙色砂質上の単層である。削平が著しいため不明であるが,2号墳同様,尾根上部側のみ
区画していた可能陛が考えられる。
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第11図 奥ノ坊2号墳平面図

出働

月溝から第23図 1の須恵器の蓋が1点出上した。小型化しており,かえりは口縁端部より下方まで延びてい

ることからTK217併行期と考えられる。

4号墳 (第 15剛

駈

尾根の頂部で検出した古墳である。現存する墳頂部の標高は約53.5mである。墳丘は,盛上が流出しており不

明であるが,弧状に巡る周溝の規模から,直径約8mの円墳の可能陛が考えられる。墳丘東半は近世以降の墓地

造成によると考えられる削平を受けている。

動

近世以降の墓地として削平されており,主体部は不明である。しかしながら,墓石として使用されている花蘭

岩の自然石は,横穴式石室の石材を韓用した可能ltが考えられる。

周溝

周溝は,古墳の北西側に残存していた。幅1.6m,深さ15cm,検出長7.5mを浪Jる。埋土は明黄褐色砂質上の

単層である。なお,古墳の南西側でも幅40cm,深さ5cmJ検出長1.9mの溝上の上坑S K5を検出しており,周溝

の延長と考えられる。
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o                     5m

第13図 奥ノ坊3号墳平面図

出土遺物

古噴に伴う遺物は出土しておらず,時期不明である。

121躍

STl彿 16・ 17酌
調査区の】陪Бの尾根頂部で土墳群を検出した。他の上坑と盤 ,尾根頂部に立地し,長方形を呈し,主軸方位や

西己置に規則l■Dミ見出せること等から土坑墓群と考える。

S Tlは土墳墓群の南部に位置する。西側にS T2が隣接して並行しており,主軸の北側延長部分にもS T3が所在

している。所在平面形態は南北方向に長軸をとる長方形を呈するが,北辺より南辺がわず力載勒勲ち南北 1.94吼

北辺83cm,南辺70cm,深さ15cmを測り,主軸方位はほぼ南北方向である。断面形状は逆台形を呈し,底面はほぼ

水平である。埋土は娼 に分層でき,上層は灰黄褐色砂質土,下層は褐色砂質土である。出土遺物は無く,詳細

な時期は不明である。

SW(第 16・ 17図 )
S Tlの西側で並行して検出した土墳墓である。平面形態は南北方向に長軸をとる長方形を呈するが,北辺より

南辺がわずかに狭い。南北 1.82m,北辺 80cm,南辺 60cm,深さ10cmを測り,主軸方位はほぼ南北方向であ
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0                     5m

0        1m

12.5Y7/6明黄褐 砂質上

第15図 奥ノ坊4号墳平面図及び周溝断面図
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る。断面形状は逆台形を呈し,底面はわず力ヽ こ南側へ下がる。埋土はり書に分層でき,上層は灰黄褐色砂質土,
下層は橙色焼上である。焼土は,床面の南端及び北端には認められず,中央部で盛り上がったような状況で堆積
している。

出士遺物は無く,詳細な時期は不明であるが,東側には 10cmの間隔をあけてS Tlが並行しており,北辺をほ
ぼ同じ位置に揃えてあることから, S Tlと 同時期のものと考えられる。

ST3彿 16・ 17図)
S Tlの主軸の北側延長部分で検出した土噴墓である。 S T41こ北端を切られているが,平面形態は南北方向に
長軸をとる長方形を呈すると見られ,北辺より南辺がわず力ヽ こ狭い。南北 1.78m以上,北辺 76cm7南辺 70cm9深
さ16cmを測り,主軸方位はほぼ南北方向である。断面形状は逆台形を呈し,底面はわず力Чこ南側へ下がる。埋土
は2層に分層でき,上層はにぶい黄褐色砂質土,下層は暗褐色砂質上である。
出土遺物は無く,詳細な時期は不明であるが,南側にイ鴻0側の間隔をあけて主軸の延長部分でS Tlが掘削され
ていることから,S Tlと同時期のものと考えられる。

ST4彿 16・ 17酌
土噴墓群の北端で検出した土墳墓である。平面形態は東西方向に長軸をとる長方形を呈し,長辺 2.25m,短辺
76cm,深さ15cmを測り,主軸はほぼ東西方向で他の上墳墓と直交している。断面形状は逆台形を呈し,底面はほぼ
水平である。埋土は娼 に分層でき,上層は灰黄褐色砂質土,羽習はにぶい黄褐色砂質上である。遺構の南東隅
部分にわず力Wこ焼上が検出された。

LM L面部分において肥前系磁器の小片が出上しているが,混入品の可能性もある。S T3を切つており,他
の上墳墓より後出すると考えられる。

第16図 土壌墓群平面図
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ST5(第 16・ 18酌

土墳墓群の西端で検出した土墳墓である。平面形態は南北方向に

長軸をとる長方形を呈すると見られ,南辺より北辺がわず力載こ狭ヤ屯
南北 1.4m,北辺 68cm,南辺 82cm,深さ 12cmを測り,主軸方位
は N-6° ―Wである。断面形状は逆台形を呈し,底面はほぼ水平
である。埋土は灰黄褐色砂質上の単層である。

出土遺物は無く,詳細な時期は不明であるが,西側に 1.55mの間
隔をあけてS T3が並行することから,同時期ごろのものと考えられ

る。

L51900m

(31勧

SKl第 19図)
1 10YR 4/2灰黄褐 砂質土

調査区南部で2号墳の周溝を切つた状態で検出した土坑である。

平面形態は隅丸方形を呈し,長辺 98cm,短辺 90cm,深さ40cmを       ヒ__J___学
測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は明黄褐色砂質上の単層であ
る。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。          第18図  ST5平 日断面図

SK2(第 19酌

調査区南部で検出した土坑である。平面形態は方形を呈し,長辺
86咄 短辺 77cm7深 さ 15cmを沢1る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は黄褐色砂質上の単層である。遺物は出土
しておらず,詳細な時期は不明である。

躙 彿 19・ 23図)

調査区南部で,近世以降の墓地による削平された部分で検出した土坑である。平面形態は不整形で,員塑.碗

短辺 1.2m,深さ22cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は2層に分層できる。上層は黄褐色砂質土,下層
は明褐色砂質土である。

遺物は,下層から出土した第 23図 4の上印質土器の蓋1点のみである。近世以降の遺構と考えられる。

SK4(第 19図)

調査区西部の尾根斜面部のうち,やや緩斜面となった部分で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形
を呈し,長辺 2.53m,短辺 92cm,深 さ22cmを沢Jり ,主軸方位はN-77° ―Eである。断面形状は逆台形を呈
し,埋土は4層に分層できる。第1層は黒褐色砂質土,第2層はにぶい黄褐色砂混粘質土,第3層は褐灰色砂
混粘質土,第 4層はにぶい黄橙色粘質上である。斜面部に掘削されており斜面の傾斜に合わせ,床面も傾
斜 している。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,後述するS K6と 並行しており,近世
墓の可能 l■が考えられる。

躙 (第 20酌

訓査区南部で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈し,長辺1,9恥 短辺40cm9深 さ5cmを測る。断面形状は
U字を呈し,埋土は明黄褐色砂質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが,4号墳
の周溝の延長部分にあたることから,周溝の一部と考えられる。

躙 彿 19。 23図)

訓査区西部の尾根斜面部のうち,やや緩斜面となった部分で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,
長辺 1.65m,短辺 98cm,深さ40cmを測り,主軸方位イ測 -66° 一Eである。断面形状は逆台形を呈し,埋土は
4層に分層できる。第 1層は灰褐色砂混粘質土,第 2層はにぶい黄褐色砂混粘質土,第3層は灰黄褐色砂質土,
第刻吾はにぶい黄褐色砂質土である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。斜面部に掘削されてお
り斜面の傾斜に合わせ,床面も傾斜している。埋土中からは,大骨が出土しており,墓と考えられる。 S K6の斜
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1 10YR 5/6黄褐 砂質土

1 10YR 3/1黒褐   砂質土
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37.5YR 4/1褐 灰   砂混粕質土
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第19図 上坑平日断面図①
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面上部約2m部分に「ハラクフリ地蔵」と呼ばれる花南岩の自然石が所在したことから, SK6と の関連が考えら

オしる。

出土遺物は第23図 2・ 3である。2は土師質の人形である。3は肥前系磁器の碗である。外面の網目文は直
線で描かれている。ほば完形で,内部に寛永通費 3枚と板状の鉄製品が納められていた。陶磁器の年代観から
1850～ 6Cl年代の遺構と考えられる。なお,調査終了後,人骨及び遺物は墓地所有者に返却した。

SK7彿 20図 )
調査区北部で検出した土坑である。平面形態は長方形を呈し,長辺 1.血 短辺 60cm7深さ8cmを測る。断面
形状は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄褐色砂質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明で
ある。

躙 彿 20図 )

調査区北部で検出した土坑である。平面形態は長方形を呈し,長辺 1.乳 短辺 90咄 深さ18cmを測る。断
面形状はレンズ状を呈し,埋土は2層に分層できる。上層はにぶい黄褐色砂質土,下層は黄橙色砂質上である。
遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK9彿 20図 )
調査区北部で検出した土坑である。平面形態は隅丸方形を呈し,長辺 2.0軌 短辺娩 深さ80cmを測る。断
面形状は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄橙色粘質上の単層である。
遺物は瓦の小片が出土しており,近世以降の遺構と考えられる。

SK10(第 21図 )

調査区北部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 1.L短 径 70cm9深さ 12帥 を測る。断
面形状は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄褐色粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明
である。

SKll C待 21図 )

調査区北部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長辺 1.軸 短辺 92cm7深さ36cmを測る。断面
形状は逆台形を呈し,埋土は2層に分層できる。上層は黄褐色砂質土,下層は明褐色砂質上である。遺物は出
土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK12(第 21図 )

調査区北部でSKllに切られた状態で検出した土坑である。平面形態は溝を呈し,長辺 2.1伍 短辺 30cm9深
さ3cmを沢1る。断面形状は浅いU字を呈し,埋土はにぶい黄褐色砂質上の単層である。遺物は出上しておらず,
詳細な時期は不明である。

M13(第 21図 )
調査区北部で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,長径 1.乳 短径 1.軸 深さ23cmを沢1る。断
面形状は逆台形を呈し,埋土は褐色粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK14(第 21図 )

調査区北部で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈し,長辺 2。 1飩 短辺 70Gm9深さ10cmを測る。断面
形状は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄褐色砂質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明で
ある。

SK15(第 21図 )

調査区】鮮Бで検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,長径 7仙 短径 60銅,深さ 16釦 を測る。断面
形状は逆台形を呈し,埋土は褐色粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。
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M17第 21酌
調査区北部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 88cm,短径 57cm,
面形状は逆台形を呈し,揮十はにぶい黄褐色砂質上の単層である。遺物は出上しておらず,
ある。

M18彿 21剛
調査区北部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 83cm,短径 52cm,
面形状は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄褐色砂質上の単層である。遺物は出上しておらず,
ある。

SK16(第 21酌

調査区北部で検出した土坑である。西半がS T3に切られており,平面形態は不明であるが,長辺 1.22m,短
辺 60cm以上,深さ46cmを測る。2段落ちとなっており,中央部にピット状の窪みが見られる。埋土は 4層に分
層でき,第 1層は明褐色砂質土,第 2層はにぶい黄褐色砂質土,第J冒は黒褐色砂質土,第 4層は褐色砂質上で
ある。遺物は出上しておらi詳 細な時期は不明である。
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SK19(第 21図 )

調査区北部で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,長径 55cm9短径 50咄 深さ7帥 を測る。断面
形状は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄橙色粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明で
ある。

SK20鶴 22図 )
調査区北部で検出した土坑である。平面形態は隅丸方形を呈し,一辺 1,lm,深 さ50帥 を測る。断面形状は逆
台形を呈し,埋土は 3層に分層できる。第 1層は黄褐色砂質土,第 2層は明褐色砂質土,第 3層はにボい黄橙
色砂質上である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

141ピ ット

SP7彿 22・ 23図 )
調査区南部の近世以降の墓地造成によって削平された部分で検出したピットである。平面形態は精円形を呈
し,長径 88cm7短径 50cm9深さ 1軸 を測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は橙色砂質上の単層である。埋土
中には人頭大の割石が検出された。

出土遺物は第23図 6の上師質土器の火鉢 1点のみである。内外面とも板ナデを施すものである。19世紀頃の
遺構と考えられる。

M22(第 22・ 23図 )
調査区南部の近世以降の墓地造成によって削平された部分で検出したピットである。平面形態は楕円形を呈
し,長径 66c/m9短径 50Щ 深さ10cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は橙色砂質土の単層である。
出土遺物は第23図 5の上師質土器の蓋 1点のみで,19世紀頃の遺構と考えられる。

(5)表土出土の遺物

遺構面までの表土掘削中に出土した遺物を第24～ 27図に掲載した。主に調査区の北半の尾根頂部付近で出
上した。幕末の遺物が大半を占めるが,弥生後期の土器なども認められる。Kl～K7は古銭である。K3は摩
滅により文字が不明であるが,その他のものは寛永通費である。7は弥生土器の製塩土器の脚部である。内外
面に指頭圧が施されている。8は弥生土器の甕底部である。内面に指頭圧が施されている。9は須恵器の壺であ
る。高台は退化している。10～ 19は焙烙である。10・ 11は 口縁部が大きく屈曲し,土師質のもので,外面に
指頭圧が施されているものである。12～ 19は口縁部がほとんど屈曲せず,瓦質のものである。20は土師質土器
の規炉である。外面には型成形による草花文が見られ,内面は粗いヨコハケである。21は土師質土器の甕である。
22は肥前系磁器の蓋である。23～ 25は肥前系磁器の碗である。23の外面はコンニャク印判である。26は瀬戸
美濃系磁器の碗である。27・ 28は肥前系磁器の碗である。29は肥前系磁器の皿である。型紙刷りである。30は
肥前系陶器の皿である。高台無釉とし,見込みに鉄絵が見られる。31は産地不明陶器の蓋である。32は京 。信
楽系陶器の底部である。33・ 34は明石焼陶器の鉢である。35～ 39は明石焼陶器の情鉢である。40は土師質土
器の井戸枠である。 Slは凝灰岩製の硯である。 S2はナイフ形石器である。全体に白色風化している。
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第25図 表土掘削中出土遺物実測図OI
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第 4節 まとめ

(1)遺構の変遷について

今回の調査では,古墳をはじめ,土坑,柱穴等多数の遺構を検出した。また,遺物も幅広い時期のものが出土

している。以下に,遺構の変遷を示し,まとめにかえたい。
当該調査区で最も古い時期のものとしては,表土から出上したS2のナイフ形石器で,旧石器時代にさかのぼ

るものである。ただし,当該期の明確な遺構は検出されていない。

次に,弥生土器が少量見られる。当該期の遺構も不明であるが,弥生土器の出上位置がSTl～ ST5周辺に偏

ることから,これら土噴墓が弥生時代の遺構の可含旨陛が考えられる。調査地周辺では,奥の坊遺跡 (弥生中期),

奥の坊権現前遺跡 (弥生後期)カミ見られ,いずれかの時期の可含旨l■が考えられる。なお, STl～ ST5は,主軸

方位や配列が企画的であり,今回の調査地の大多数を占める近世の遺構の状況とは明らかに異なる様相を示すも

のである。ただし, J「4のみ,主軸方位が直交しており,上面で近世の遺物が出土していることから,後出する

可能 l■も否定できない。

古墳時代終末期には,調査地の丘陵部に古墳群が築かれた時期である。奥ノ坊 2～ 4号墳が該当する。いずれ

も大きく改変を受けており,規模。石室の状況等不明な点が多い。なお,今回の調査では 2・ 3号墳でわずかに

須恵器の小片が出上したにすぎないが,1号墳出土遺物等からも概ね 7世紀の古墳群と考えられる。

古墳時代以降は,遺構・遺物はほとんど見られなくなり,近世後半に再び墓地として活用されるようになり,

現在に至っている。

② 古高松地区の古墳について

今回の調査では,7世紀の古墳群を検出した。しかしながら,いずれも大きく改変を受けているため,その規

模や被葬者像等については不明な点が多い。このため,周辺の古墳を集成し,その理解の一助としたい。

高松平野東部の丘陵地帯は,古くから古墳の多い地域として知られている。そのうち丘陵部の北半の古高松地

区の後期古墳は,伝承地や消滅したと言われているものも含め45基が知られている。特に小山古墳・山下古墳・

ス本古墳が,当該地の中では平野に近い位置に立地し,規模が大きく,特徴的な古墳として著名である。消滅し

た小山古墳や墳丘盛上が流出してしまつている山下古墳については,墳丘規模は不明であるが,発掘調査が行わ

れた久本古墳については,直径 36mの円墳で,周溝を含めた直径は53mを想定している 伏嶋200つ。また,石室

についても,その規模や形態は特徴的である。小山古墳は全長 H.6mを測り,複室構造を有するものである

例ヽ竹197の。山下古墳は全長節を沢1り ,天丼石を 1枚岩とするものである 伏山1980。 久本古墳は 10.8mを測り,

県下で唯一石棚を有するものである。なお,久本古墳については,承盤付銅銃や亀甲型陶棺の出土も認められ,

畿内との結びうきが非常に深いことをうかがわせる。

一方,これら古墳の背後に見られる丘陵帯において群集墳が認められる。その分布は,岡山古墳群や岡山小古

墳群が所在する岡山周辺に集中する傾向が見られ,次いで長尾古墳群が所在する長尾山周辺と奥ノ坊古墳群が所

在する丘陵部周辺にも分布域が認められる。いずれも丘陵の南斜面に築造されており,直径 10m前後のものが

多い。発掘調査された例としては大空古墳 伏嶋199の ,金川渕古墳 伏嶋1999),漆谷古墳群 休光2000がある。大

空古墳及∽ |1渕古墳については,改変が著しく,遺物もほとんど出上しておらず,墳丘規模が 10m前後である

ことが判明したにすぎない。漆谷古墳については,墳丘規模は不明であるが,石室の構造については,いずれも

幅約 lmの玄室の奥壁側が残つていた。その出土遺物から7世紀中葉～ 8世紀初頭の古墳群と考えられる。なお,

石室については,発掘調査は行われていないが,長尾 1号墳が最も残りがよく,玄室は残存長 1.6m,幅 1.lm,

高さ90cm以上を測り,両袖式の横穴式酒室と考えられる。今回発掘の奥ノ坊古墳群についてもこれらの古墳と

ほば同規模のものと考えられる。

参考文献
大噂訴醸11999『高松市東部運動公園 (イ厠め 整備に伴う埋蔵文イ誠葵掘調査報告書第1冊 奥の坊遺跡群 l』 高松市教育委員会

大嶋和則塾Э鶴『高松指定史跡久本古墳』高松市教育委員会

大山真充1980『山下古墳調査報告』香川県教育委員会

/1h14-郎ほか1977『古高松独隔劉古高松郷土誌編集委員会

末光甲正刻И『漆谷古墳群』高松市教育委員会
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第28図 高松平野東部丘陵北半 (古高松地区)の後期古墳位置図 (S=10,000)
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表4 高松平野東部丘陵北半 (古高松地区)の後期古墳一覧表
古墳名 所在 地 墳丘 埋葬施設 出土遺物 特記 文 p

l 喜岡古墳 高松町帰来 円墳 不 明 土器出土 消滅 ? 1

2 地部谷古墳跡 高松町地部谷 円墳 不 明 開墾により消滅 印立置不明) 1

奥 ノ坊

古墳群

1号墳跡 高松町奥ノ坊 円墳 不 明 須恵器平瓶 1965年開墾により消滅 1

2号墳 高松町奥ノ坊 円墳 横穴式石室 須恵器小片 2002年調査・消滅 本書

〕号墳 高松町奥ノ坊 円墳 横穴式石室 須恵器蓋 2002年調査・消滅 本農

6 士号墳 高松町奥ノ坊 円墳 横穴式石室 2002年調査・消滅 本娑

7 金川渕古墳 高松町金川渕 円墳, 直径 10m 横穴式石室 須恵器小片 1995年調査・消滅

8 大空古墳 高松町大空 円墳, 直径 Hm 横穴式石室 須恵器小片 1995年調査・消滅

9 スベジ古墳跡 高松 町大 空 円墳 不 明 須恵器横瓶 1954年開墾により消滅

南谷古墳跡 高松 町南谷 円墳 不明 ″テ軍,言言ギロ:II子
と
) '民 ,      こ1三百] 予:‖子:奎毛 1955年開墾により消滅

1

長 尾
古墳群

1号墳 高松町長尾 円墳, 直径約 138m 蹟穴式石室, 残存長約 4m 須恵器片

2 2号墳 高松町長尾 円墳 黄穴式石室,残存長約 13コ 頁恵器片

3 3号墳 高松町長尾 円墳 黄穴式石室,残存長約 lm

4 4号墳跡 高松町長尾 円墳 黄穴式石室 消滅 (位置不明)

5 5号墳跡 高松町長尾 円墳 黄穴式石室 消滅 (位置不明)

S号墳跡 高松町長尾 円墳 黄穴式石室 消滅 (位置不明)

7 7号翻 高松 町長尾 円墳 黄穴式石室 消滅 (位置不明)

小山古墳跡 新 田町小 山 円鳴 長径約 1翫Ⅲ短径約 16硫 戎存 季く,六〔テミЙ〔:に圭三 9鬱記ヨ∋,  鋲 l161 興恵器長頸五 1950年採上により消滅

古墳伝承地 新 田町小 山 不 明 不明 消滅

山下古墳 新 田町 山下 不 明 黄穴式石室,残存長 90m 1977年調査 3

岡 山 /1

古墳群

[号墳 新田町岡山 円墳, 直径 10m 不明 土師器細片散布

2号墳 新田町岡山 円墳, 直径 10m 不明 衛棺脚部 ?出土

3号墳 新田町岡山 長径約 7m, 短径約 4m残存 不明 (安山岩自然石露出)

4号墳 新田町岡山 長径約 Hm, 短径約 10m残存 不明

5号墳 新田町岡山 長径約 8m, 短径約 7m残存 不 明 朱彩の上器細片散布

6号墳 新田町岡山 長径約 10m, 短径約 6m残存 不明

7号墳 新田町岡山 長径約 85m,短径約 7m残存 不明

8号墳 新田町岡山 円墳, 直径 7m 不明

9号墳 新田町岡山 円墳,直径 8m 不明

号墳 新田町岡山 円墳, 直径 8m 苓明

H号墳 新田町岡山 長径約 9m, 短径約 7m残存 不明

号墳 新田町岡山 長径約 8m, 短径約 6m残存 不明

号墳 新田町岡山 円墳, 直径 7m 不 明 土師器の細片散布

号墳 折田町岡山 円墳, 直径 6m 不 明

15号墳 訴田町岡山 長径約 10m, 短径約 7m残存 消滅 ? 土師器細片散布

岡 山
古墳群

】号墳 所田町岡山 不明 隣穴式石室,残存長約 4m ]

;号墳 新田町岡山 長径約 10m, 短径約 7m残存 石材散布

号墳 新田町岡山 不明 石材散布 と

;号墳 新田町岡山 不 明 横穴式石室

須恵器郭

と

)号墳跡 新田町岡山 不 明 横穴式石室 泡戎により消滅 噂 明) l

[号墳跡 新田町岡山 不 明 横穴式石室 泡或tこにり消滅 q立置不明) l

漆 谷
古墳群

1号墳 新田町漆谷 円墳, 直径 8m 横穴式石室,残存長 2m 土師器イ 1989年調査・移転復元

〕号墳 新田町漆谷 円墳 横穴式石室,残存長 32m 須恵器イ 1989年調査 。移転復元

3号墳 新田町漆谷 円墳 横穴式石室,残存長 13m 鉄釘 1989年調査 。移転復元 4

久本古墳 新田町久本 円墳, 直径約 36m 枚六喪臣ゴ剤 付光全長 10飾 陶祐,銅銃,須恵器 1975年調 査・ 市指定 5

参考文献
1小竹一郎ほか 1977『古高松郷土誌』古高松郷土誌編集委員会

2大嶋和則 1999『高松市東部運動公園 (仮称)整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第1冊 奥の坊遺跡群 I』 高松市教育委員会

3大山真充 1980『山下古墳調査報告』香川県教育委員会

4末光甲正 2004『漆谷古墳群』高松市教育委員会

5大嶋和則 2004『高松市指定史跡久本古墳』高松市教育委員会
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久米池遺跡





第4章 久米池遺跡の調査成果

0
第4トレンチ

州
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ミミァ
トレンチ

40mO
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第37図  トレンチ配置図
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第 1節 調査地の概要と調査の方法

久米池遺跡はため池の中に所在する。今回の調査地は池の北凍部分に該当する。調査地の標高は範前後で,

遺構面は標高 3.5～ 4珀 である。脚 筋華呂は池の中でも微高地となつているが,これまでの度重なる浚渫工

事による窪地力務務見られる。

今回の調査では,工事用の仮設道を設置しながら,任意にトレンチを設定し発掘調査を実施し,理蔵文化財の

所在しない範囲において工事を実施した。このため,最終的には6箇所でトレンチ調査を実施した。

第38図 第1ト レンチ平面図

-50-



第 2節 遺構

(1)第 1ト レンチ

調査地南端で設定したトレンチで,調査面積は約 50ポである。池底のヘドロ状の堆積層直下で地山の明黄褐
色シルト～粘土層となっており,溝1条 (S Dl)を検出した。
S Dlは トレンチ北部で検出しており,幅 1.5m,深さ10cm,検出長 5.8mを沢Jる。埋土は黄灰色砂混粘質土層
の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。
トレンチ掘削時に第 46図 1の弥生土器の甕の体部片が出土した。外面には櫛原体による刺突文が見られる。

12J第 2ト レンチ

調査地西端で設定したトレンチで,調査面積は約 3♂である。池底のヘドロ状の堆積層直下で地山の明黄褐色
シルト～粘土層となっており,遺構・遺物とも検出していない。

③第 3ト レンチ

第 2ト レンチは調査地西端で設定したト
レンチで,調査面積は約 3ポである。池底
のヘドロ状の堆積層直下で地山の明黄褐色

シル ト～粘土層となっており,土坑 1基
(S Kl)を検出した。
S Klは トレンチ北西端で検出しており,

検出部分の長径 1.5m,短径 80cmを測る。
埋土は黄灰色砂混粘質」署の単層である。

機械掘削直後から湧水したため,遺構は掘
削できておらず,詳細な時期は不明である。
トレンチ掘削時に第46図 2の上師質土

器の杯が出土した。

C41第 4ト レンチ

第39図 第3ト レンチ平面図

調査地北端で設定したトレンチで,調査面積は約 2だである。池底より50cm下層において地山の緑灰色粘土
層となる。遺構は検出していないが,遺構面の上層には遺物包含層である黄灰色粘土層の堆積が認められ,須恵
器や土師質土器小片が出土した。

(D第 5ト レンチ

調査地】鮮Бで設定したトレンチで,調査面積は約 2だである。ほぼ第 4ト レンチと同様な堆積を示す。遺構は
検出していないが,黄灰色粘土層の遺物包含層から須恵器や土師質土器小片が出土した。

161第 6ト レンチ

調査地北部で設定したトレンチで,調査面積は約 140ピである。池底のヘドロ状堆積層以下の基本層序は5層
に分層できた。第 1層の緑黒色粘土層,第 2層は浅黄色細砂層,第 3層は青灰色粘土層,第 4層は黄灰色粘土
層で遺物包含層,第 5層は緑灰色粘土層で地山ある。遺物包含層からは第 46図 5の上師質土器の甕,6の須恵器
の甕が出土した。第 5層上面1面のみが遺構面となっており,柱穴。構を検出した。遺構面の標高は約 3.9mで
ある。

く

＼

2m

SKl
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o                    5m

第40図 第6ト レンチ平面図
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跳1彿 42酌
調査区東側拡張部分で検出した柱穴列である。SP l～

SP叫まほば一直線上に並ぶが,SP2・ 3間は 1.55m,SP3・

4間は1.7mと近似するのに対し,SPl・ 2間は 2,7mと広い。

また,SPlのみ埋上が異なることから,SP2～4で時成さ
れる柱穴列が想定できる。

SP2～4の平面形態は精円形を呈し,長径 50～ 60cm,
短径 40～55cm,深 さ 30～ 40cmである。断面形態は逆

台形を呈し,埋土は掘方が黒色粘土,柱痕が褐灰色粘土
である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であ
る。 0                  1m

SPl彿 42回                     1
SAlの東延長部分で検出した柱穴である。平面形態は     2
精円形を呈し,長径 60cm,短径 55cm,深さ 30cmを沢1    3
る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は黒色粘上の単層で     :
ある。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

第41図

SP5彿 40・ 43図 )
調査区中央部で検出した柱穴である。平面形態は楕円

形を呈し,長径 55cm,短径 45cm,深さ30cmを測る。
断面形態は逆台形を呈し,埋土は黒色粘上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SD2彿 堰剛
調査区東側拡張部分で検出した溝である。幅 76cm,深さ 12cm,検出長 1.55mを沢1る。断面形態は浅いU字を
呈し,埋土は灰色粗砂の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが, SP3を切つており,
SAlよ り後出する。

L=3900m

L=4200m

粘土

粘土

細砂(噴砂)

SD2,噴砂平・断面図
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2/1緑黒 粘上
7/3浅黄 細砂
5/1青灰 粘土
4/1黄灰 粘土(遺物包含層 )
5/1緑灰 粘土 (地山)

第6ト レンチ土層断面柱状図
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SD3彿 40・ 44・ 46図 )
調査区南半で検出した東西方向の溝である。溝幅は西側ほど広く,

最大幅 2.4m,深 さ 14cm,検出長 H.8mを沢Jる。溝は南側が 1段深

くなっており,埋土は黄灰色砂混粘土の単層である。
出土遺物は第 46図に掲載した。3は須恵器の不である。4は土師質

土器の邦である。いずれも小片であるが,概ね古代の遺構と考えられ

る。

SD4彿 瑚・45動
調査区の南端で検出した溝である。L宇に屈曲しており,幅 錦恥
深さ 10cm,検 出長 4.8mを沢1る。断面形態はU字を呈し,埋土は黒
色粘上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

L=3500m

0        1m

125Y5/1黄 灰 砂混粘土

第44図  SD3断面図
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0        1m

175Y2/1黒 粘土

第 43図  SP5断面 図
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勲 彿 颯剛

罰 2を切つた状態で検出した地震痕跡で,幅 2cm,検出長 1.55mを測る。遺構面の42cm下層に所在する灰色
細砂層が,噴き上がったものである。 SD2の時期が不明であるが,上層の遺物包含層には達しておらず,久米池
築造前と考えられることから,近世前半以前の地震と考えられる。

蒜 鰹 物 彿 46動

第 6ト レンチ周辺では,既存の粘土採取により,遺物が多量に散布していた。第46図 7～ 18が図示できたも
のである。7は産地不明陶器の皿である。無釉の高台は糸切りで,見込みに砂目が残る。8イ舗象 窯系青磁碗である。

9は土師器の甕である。外面タテハケ,内面指囲王である。10。 11は土師器の郵である。12は土師器の坑である。
13は土師器の皿である。14は瓦器婉である。内面のミガキは入念である。15・ 16は須恵器の蓋である。17は須恵

器の邦である。18は須恵器の高杯である。

0)工事箇所における立会調査

粘土採取工事は,遺構の希薄な第 1ト レンチと第 2ト レンチの間で実施したが, この工事範囲の中で幅約 2帥
の旧河道を検出した。遺物は含まれておらず,時期は不明である。また,第 4・ 5ト レンチ及び第 6ト レンチの

東半にかけて包含層が認められることから,これらトレンチの北西側において工事を実施した。この範囲では遺構・

遺物Iま検出してヤヽない。

③ 平成 8年度工事範囲

平成 8年度に池浚渫工事を行つた際に,末光甲正氏により遺構の観察,遺物の採集が行われている。工事範囲
は久米池の1陳端で,今回の調査地の北側にあたる。第47図に当時の略測図を掲載した。工事によつて削平さ
れた池底において総柱の掘立柱建物跡,溝,土坑等が確認されている。また,この工事範囲内において表採され
た遺物を第48図に掲載した。19～ 21は弥生土器の甕である。19は日縁部を上下に拡張させ,凹線 2条を施す。
22～ 24は弥生土器の底部である。23には暁成後の穿孔が見られる。25は弥生土器の高杯である。26は土師質土

器の鍋である。27は土師質土器の甕である。28。 29は土師器の杯である。30は白磁の皿である。31は土師器の

杯である。32～ 34は須恵器の蓋である。35～ 櫛は須恵器の不である。41は須恵器の婉である。42は須恵器の

甕である。4は須恵器の鉢である。44・ Ъは須恵器の壺である。46は須恵器の高杯である。47は備前焼の壺で
ある。48は白磁の碗である。49は龍泉窯系青磁碗である。

191久米池内表採遺物

平成 7年度以前にも末光甲正氏により久米池内で表採が行われており,第 49図に掲載した。ただし,これら
の資料については,詳細な採集地は不明である。Slはサヌカイト製の石庖丁である。50は須恵器の蓋である。51
は須恵器の甕である。52は土師器の筑である。53は土師器の郵である。図～56は土師質土器の鍋である。54は

内外面ともハケを施している。55・ 56は僅力斗羽可がつくもので,外面指頭圧,内面板ナデである。57～ 60は土
師質土器の脚部である。61は土師質土器の把手である。62は備前焼の甕である。63は備前焼の壺である。64・ 65

は備前焼の播鉢である。
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第47図 平成8年度工事範囲及び検出遺構模式図 (S=1/2,500)
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第 3節 まとめ

(1)ι庵為笹自跡の概要について

久米池遺跡については,池の中という立地条件からこれまで発掘調査が行われておらず,実態が不明な遺跡で
あつた。久米池内の表採資料から,久米池東岸一体が遺跡の範囲として認識されていたが,今回の発掘調査によ
り若干の遺構 。遺物が検出され,池の北東部の状況を知ることができた。今回の調査では,北東から南西に流れ
る旧河道を検出しており,この両岸に微高地が認められ,それぞれに遺構・遺物を検出した。特に旧河道北側の
微高地では,遺物包含層が確認され,柱穴列を検出しており,集落が営まれていたことが判明した。なお,明確
な遺構の時期は不明であるが,出土遺物及び表採遺物から弥生時代～中世までの遺跡と考えられ,弥生時代中期,
弥生時代後期前半,7～ 8世紀,13～ 15世紀の4時期に糸明可できる。また,平成 8年度の工事に際し検出した総
柱の掘立柱建物跡についても,旧河道北側の微高地に立地する。同地では周辺で 7～ 8世紀の遺物が表採されて
いることから,7～ 8世紀の集落域と想定できる。
さらに,調査中の平成 15年 1月 20日 に,県営ため池等整備事業に伴い,久米池の東岸部分において香川県教
育委員会による立会調査が行われている。この調査によると久米池の南東部では埋蔵文化財包蔵地は確認されて
いない 固 |1県豹乾潰会拗Э9。 久米池東岸部分は,池内でも最も高所に位置することから,度重なる浚渫が行われ
ており,久米池南東部は既に遺跡が消滅してしまつている可能 l■もある。
久米池の正確な範囲。時期・性格等を知るにはまだまだ資料下足である。今後の周辺の調査を待ちたい。

② 久米寺について

久米寺の由来については『久米判 がある。上下2巻に分かれ,上巻は同寺の縁起、下巻は同寺の管轄に
かかる久米人幡宮・諏訪明ネ申・天満宮・方丈山弁天祠等の由来を記したものである。これによると,天平 11(7391
年に %子基菩薩 於此彫刻十一面観音 安於方丈山之峯 当於其東北 安置無量寿仏 建立僧藍」とあり,行基
が十一面観音を彫刻し,方丈山の峰に安置し,その東北に無量寿仏を安置し,伽藍僧房を建てたとされている。
その後,弘仁元 G10年に「大師任神語 中興伽藍 改久米寺」とあり,空海によつて伽藍の復興が行われて
いる。伽藍の規模については,下巻に詳しく,「昔本山郷久米山方十五町之中 有十余宇之堂塔神祠 三十余之
僧院」とあり,方 15町の中に 10余 りの堂塔・宮社と30余 りの僧院があったとされている。しかし,「然永正年
中之於兵乱 多焼失南海坊室 其時当山之堂塔 宮祠同亡失 而本尊十一面観音而巳 移於春日之郷春朝寺」と
あり,永正年中 (15C4～ 21年)の兵乱で焼失し,春日郷の春朝寺に移したとされている。「竜雲軒源英君 於大
悲山久米寺春朝寺堂元之西 貞享元年新建立観音堂薬師堂碓僧院」とあり,貞享元 (16841年に松平頼重により
再興されている。その後,明治維新の神仏混冶廃上により廃寺になるが,明治 33年に春日町で再興されている 側ヽ

竹pっ。

『久米寺縁起』は,江戸中期頃の作と言われており側h441977),創建年代や規模については誇張がある可能l■も
あるが,久米池周辺に「寺角」「ご門堂」といった地落が残ることから,久米寺が久米池周辺に実在した可能l■_
は否定できなヤち

そこで行基が十一面観音を安置したとする方丈山の位置から,久米寺の所在地を考察してみたヤ屹現在は,採
土によって消滅してしまっているが,久米山の東側に傍生 (ばうしょう)山と呼ばれる山がかつて存在した。読
みが方丈 (ほうじょう)山に近いことから,この山が方丈山である可能畦を考えてみた。しかし,この東北に伽
藍を配したとすると,久米山や「久米」の地賂が残る地域から離れた位置となり,やや位置関係がおかしい。『久
米寺縁起』の下巻に「往古於諏訪山之南 方丈山之西有池」の記述がある。諏訪山は現在諏訪神社が所在する丘
陵頂部を指すと考えられ 記述の位置関係からすると,方丈山は諏訪山の南東側ということになる。このため,
方丈山は,現在の久米山ないしは久米山から諏訪神社今延びる尾根の頂部と考えられる。この尾根頂部の東北側
が『久米寺縁起』に記載された伽監の中心と考えられ,概ね現在の久米神社付近と考えられる。方 15町という
伽藍範囲から考えると久米池内は伽藍内であった可能隆が考えられる。なお,永正年中に久米寺は春日郷の春朝
寺に再興されているが,その春朝寺について「春朝寺者 久米寺之坊舎之中也」という記載が見られる。このこ
とからも,広範囲にわたって堂塔・僧院が営まれていたことがうかがえる。ただし,これらの範囲がすべて久米
寺の寺域であったとは考えにくく,方 15町の範囲に久米寺に付随する寺社が点在していたことを意味するもの
と考えられる。
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第50図 久米池「久米寺関係箇所位置図 (S=1/10,000)
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次に,これまでの周辺の調査例と久米寺との関連陛を考えてみたしも平成 8年度の浚渫工事で発見された総柱
建物は,詳細な時期は不明であるが周辺表採の遺物から7～ 8世紀と推定される。『久米寺縁起』によると創建
～再興年代に該当するが,周辺で瓦等は表採されておらず,久米寺との関係は不明である。
一方,久米山から諏訪神社今延びる尾根頂部の西側斜面部において,平安時代の平瓦が出土している。同地は
先述したとおり,行基が十一面観音を安置したとする方丈山の西側斜面に位置することから,久米寺との関連が
考えられる。

(3)久米池の築造時期について

今回の調査地は久米池の中であり,検出した遺構 。遺物から久米池の築造時期を考えたヤ比久米池についての
最も古い記録としては,『翁姫夜話』がある。「貞享三年人月所定也」として「久米跛」とあり,少なくとも貞享
3(1680年には,久米池が所在していたことがうかがえる。地尻では,天文年間に仁木徳高小左衛門によつて築
造されたとする説と,寛永年間に西嶋人兵衛により築造された溜池の1つとする説がある。
仁木徳高小左衛門は,私財をなげうって久米池を築造した人とされている。仁木徳萬小左衛門は,『翁姫夜話』
において「仁木徳万居春口」と記載があり, さらに『全讃史』においても「仁木徳万屋敷 春日村にあり 仁木
作十郎,井に徳万小左衛門と云ふ者の奮逃なり」とある。しかしながら,その経歴については不明である。春日
町に墓碑があり,屋敷跡と伝えられる場所も残つている (小竹 1977)。 なお,屋敷跡と伝えられる場所の南側隣
接地イコ十1南・西遺跡にあたり,16世紀～ 17世紀の屋敷跡が検出されている (末光 1999)。 高松平野の同時期の集
落遺跡である東山崎・水田遺跡 (森下 B刀 や再⌒ゼ土居遺跡 (大嶋205)においては,溝で区画された屋敷地
が集合し,屋敷地群を構成する傾向がうかがえる。このため,川南西遺跡検出の屋敷地と仁木徳高小左衛門の屋
敷地についても同様に屋敷地群を構成していた可能 l■が考えられ,16世紀～ 17世紀前半頃の人物と推定できる。
一方,西嶋人兵衛は,勾駒藩第4代勾駒高俊の外祖父にあたる伊勢津藩主藤堂高虎の家臣である。元和 8(1622)

年 3月 に倒駒藩の奉行となっており,この時はすぐに帰藩している。その後,早魃により寛永 4(1627)年 8月 か
ら寛永 16(1醐)年 3月 まで奉行職を務めていたことが知られている (木原 19騨)。 その間に満濃池の改築を始め,
数多くの溜池を築造 。改築を行っており,久米池もその1つであると言われている。なお,西鳴人兵衛の久米池
築造に際し,仁木徳高小左衛門が工事に協力したという両者協力説もある。先述のとおり,屋敷地の存続期間は
16世紀～ 17世紀前半と推定でき,両者協力説も否定できなしも
さらに,正保 2(10傷)年の大干ばつを機に,高松藩により正保年間に再び多くのため池が築造・改築されている(佐

戸 1989)。 地元の言い伝えとは異なるが,文献に記載された貞享 3年以前ということで考えれイi正 保年間に築
造されたとも考えられる。

今回の調査及びこれまでの表採資料から,久米池の東岸部分については15世紀頃までは集落域であつたと考
えられる。さらに 17世紀に下ると考えられる陶器の皿 (第 46図 の 力緋窃そされている。1′点のみであるため膨 、

の可台〕陛もあり,早急な結論は出せないが,久米池東岸一体が久米池となった時期が 17世紀まで下ることを示
唆するものである。久米池内の遺物と,|1南 。西遺跡の発掘成果は,西嶋人兵衛 。仁木徳高小左衛門の両者協力説
を補強するものである。

なお,久米池の築造時期については,原田氏の研究がある (原田2C醐)。 原田氏は,新田町七面大明神社に掲
額されている「新田人景」と題する和歌の風景等から考察し,西嶋人兵衛説を否定し,仁木徳萬小左衛門との深
い関わりを指摘しながらも, さらに古い時期に久米池の基になる池の築造を推測している。久米池東岸一体は,
池内で最も標高が高いことから,久米池の改築により池の中となった可能 l■も考えられる。原田氏の説くように,
久米池が相当古くから所在し,西嶋人兵衛や仁木徳萬小左衛門によつて改築されたことも十分考えられる。

参考文献
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『 讃 州 久 米 寺 縁 起 之 巻 上 』

当 寺 者 　 人 皇 四 十 五 代 聖 武 天 皇 天 平 十 一 年 　 行 基 菩 薩 来 当 山 者 　 出 向 異 人 日 　 朕 是 人 幡 大 神 也 　 在 娑

婆 世 界 者 　 変 十 一 面 観 音 　 在 西 方 浄 利 者 　 称 無 量 寿 　 於 此 山 者 　 現 白 蛇 而 云 妙 音 　 此 地 仏 法 弘 伝 霊 場

与 汝 而 不 見

行 基 菩 薩 　 於 此 彫 刻 十 一 面 観 音 　 安 於 方 丈 山 之 峯 　 当 於 其 東 北 　 安 置 無 量 寿 仏 　 建 立 僧 藍 　 一 ム 極 楽 谷

之 妙 音 坊 殊 一 山 之 本 尊 　 大 慈 大 悲 十 一 面 観 音 自 在 薩 極 　 故 号 大 悲 山

其 後 嵯 峨 天 皇 弘 仁 元 年 　 於 当 山 或 夜 放 大 光 　 現 阿 弥 陀 如 来 　 弘 法 大 師 拝 之 　 凌 晨 至 光 処 　 実 霊 区 而 有

人 幡 宮 （ 今 称 久 米 人 幡 官 ） 於 其 東 方 有 桜 花 翻 春 風 　 於 此 有 影 向 天 女 　 告 日 　 此 地 昔 行 基 大 士 表 妙 音 観

音 之 三 十 三 身 而 　 建 立 二 十 有 余 之 僧 坊 所 也 　 汝 於 此 地 弘 密 教 　 可 移 大 和 久 米 寺 　 我 此 山 之 守 護 神 而

住 当 山 乾 方 月 読 尊 也 　 一言 已 不 見 （ 今 子 春 日 郷 奉 崇 四 所 大 神 此 神 也 ）

大 師 任 神 語 　 中 興 伽 藍 　 改 久 米 寺 　 弥 弘 伝 密 教 而 魏 魏 堂 堂 梵 利 也 　 所 謂 方 丈 山 者 　 有 久 米 寺 之 方 丈 所

極 楽 谷 者 　 現 妙 音 所 　 桜 谷 者 　 天 女 有 影 向 所 　 然 永 正 年 中 之 於 兵 乱 　 多 焼 失 南 海 坊 室 　 其 時 当 山 之 堂

塔 　 宮 祠 同 亡 失 　 而 本 尊 十 一 面 観 音 而 巳 　 移 於 春 日 之 郷 春 朝 寺 　 今 也 呼 本 山 郷 大 悲 山 久 米 寺 之 古 跡

云 久 米 山 （ 於 此 除 久 米 山 之 伝 　 出 下 巻 ） 春 日 郷 （ 本 山 郷 之 中 也 ） 春 朝 寺 者 　 久 米 寺 之 坊 舎 之 中 也 　 昔 久 米 仙

人 　 鋳 丈 六 薬 師 金 像 　 為 和 州 久 米 寺 之 本 尊 　 故 大 師 表 久 米 寺 之 本 尊 　 於 此 安 置 行 基 自 作 之 石 薬 師 所 也

（ 於 今 云 堂 之 元 ） 然 永 正 年 中 於 兵 乱 同 焼 失 　 而 残 本 尊 十 一 面 観 音 （ 行 基 大 士 之 作 ） 薬 師 （ 二 外 　 行 基 。 慈 覚

之 作 ） 地 蔵 （ 行 基 之 作 ） 文 珠 （ 運 慶 之 作 ） 十 王 （ 小 野 堂 作 　 今 也 在 日 内 山 ） 等 　 人 民 於 春 朝 寺 旧 跡 　 建 草

庵 而 安 之

竜 雲 軒 源 英 君 　 於 大 悲 山 久 米 寺 春 朝 寺 堂 元 之 西 　 貞 享 元 年 新 建 立 観 音 堂 薬 師 堂 並 僧 院 　 仰 春 日 大 神 之

神 徳 　 称 藤 原 山 利 生 院 　 寺 号 者 復 久 米 寺 古 利 　 以 付 山 門 寺 門 之 両 祖 山 王 院 智 証 大 師 末 流 　 則 為 春 日 明

神 之 別 当 者 也

『 讃 州 久 米 寺 縁 起 之 巻 下 』

伝 日 　 上 日 本 山 郷 久 米 山 方 十 五 町 之 中 　 有 十 余 宇 之 堂 塔 神 祠 　 一 二 十 余 之 僧 院 　 物 換 星 移 　 惜 哉 名 観 而 巳

本 山 郷 人 幡 宮 者 　 天 平 十 一 年 　 於 当 山 有 出 現 　 其 後 弘 仁 元 年 　 移 和 州 久 米 寺 之 号 　 自 其 奉 称 久 米 人 幡

官 央
東 鏡 嘉 禎 二 年 七 月 二 十 五 日 下 文 日

石 清 水 領 讃 岐 国 本 山 之 庄 　 被 止 足 立 多 杢 之 助 遠 親 知 行 地 頭 職 　 一 円 付 宮 寺

所 謂 本 山 郷 者 　 東 本 山 （ 今 云 公 文 ・ 久 木 ・ 熊 前 ） 西 本 山 （ 於 今 云 伝 元 山 ） 本 郷 也 （ 今 云 山 崎 ・ 水 田 。 春 日 ）

称 山 崎 者 （ 貞 観 元 年 　 於 城 州 山 崎 　 行 教 有 霊 夢 　 奏 聞 之 　 以 於 男 山 　 奉 勧 請 人 幡 ） 移 石 清 水 起 首 之 地 名

自 是 以 来 　 奉 崇 山 崎 久 米 人 幡 宮 　 載 和 名 集 　 （ 抄 ） 所 山 田 郡 十 二 郷 之 其 一 　 而 一 郷 一 社 之 氏 神 也 　 人 幡

託 宣 　 我 名 日 大 自 在 王 菩 薩 　 神 皇 正 統 記 云 　 応 神 天 皇 　 本 名 誉 田 天 皇 　 又 号 日 胎 中 天 皇 　 縁 起 日 　 筑

前 笛 崎 有 人 幡 宮 　 昔 白 幡 四 　 赤 幡 四 　 自 天 降 於 此 　 故 名 人 幡 　 植 松 而 為 標 　 至 子 今 猶 在

久 米 山 諏 訪 明 神 者 　 大 己 貴 神 第 二 之 子 　 健 御 名 方 命 也 　 勧 請 不 知 年 暦 　 自 昔 登 於 此 山 　 祈 請 雨 者 　 必

有 霊 雨 云

本 山 郷 天 満 宮 者 　 一 条 院 正 暦 年 中 　 奉 働 請 神 也 　 寛 文 年 中 　 自 東 本 山 移 於 久 米 山 　 （ 人 幡 境 内 ） 仁 和 年

中 　 当 国 之 大 主 故 国 民 一 等 　 於 一 郷 　 建 立 一 社 而 祭 之

方 丈 山 之 神 者 　 妙 音 天 而 　 自 古 示 現 白 蛇 　 久 米 山 之 主 也 　 今 称 山 神

伝 口 　 往 古 於 諏 訪 山 之 南 　 方 丈 山 之 西 有 池 　 称 蛇 淵 　 （ 亦 名 、 南 浦 池 ） 人 民 年 年 開 之 　 今 也 旧 跡 而 巳

昔 （ 当 天 正 之 前 云 ） 於 当 郷 　 有 後 藤 市 太 夫 広 連 者 　 或 時 遊 於 久 米 山 　 女 来 而 導 広 連 　 到 子 其 淵 　 女 即 変

白 蛇 　 広 連 取 弓 矢 　 欲 射 白 蛇 之 左 眼 　 広 連 俄 狂 乱 悶 絶 　 其 女 即 弁 天 而 変 化 白 蛇 　 久 米 山 之 主 也 　 広 連

使 不 知 之 以 取 弓 矢 　 忽 蒙 罰 死 （ 今 子 村 中 　 有 云 広 連 墓 験 之 松 ） 其 子 孫 於 今 一 目 砂

或 云 　 久 米 山 之 主 弁 天 者 　 春 日 姫 大 神 也 　 神 書 抄 日 　 倉 稲 魂 者 　 宇 賀 神 也 　 伊 勢 外 宮 同 体 之 神 也

ｌ ω ド ー



観 察 表
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奥ノ坊古墳群

土器観察表

番号 器 種 図版 遺構名 外 画 内   面 胎土 焼 成

1
察息需

き
3号墳 8 貝

責
議
浅 I mm以下の石薬・長石含お

良好

2
土師質土諾 SK6

翌威 形 10YR7/2 1こふい貢橙
l mm剪 下 の 石速・ 早 示・ 重 昼 合 よ

良好

3
把副 糸糎 器

腕
SK6 1041 コ

紹目文・圏緑 3条 圏緯 5条 ・宙来漏審 4枚付着 5G7/1
人

灰

郁
緑
明

明
信長

艮好

土師 資 土器

善
3251246 ナテ オテ 7 5YR6/4 に示い橙 やや粗

a mmレ 1下の示革 岳病・奎舟合お 良好

5
主帥 軍主希

善

「5YR6/4 種

'5YR6/4 
緒 良好

6 =印
輿工 誘

″欲 (2131 !5Y6/3にぶい黄 'mmu下
の石 革・ 再 万 ・色 閑 石・ 董舟合 お

良好

7
胚al主希
型臨 十黒

表 土 (1
iYR6/4 にふい橙

l mm剪下 の石 革・ 再 石 合 す、 良婿

8
か生工喬

寛部
表土 5

10YR7/4に ぶい黄緒 2 mm以 下の石莫・長石・重母含む 良

9
察悪器

女都
表土

J監ナテ
容着痛付着

J転ナテ NO/O νく
N7/6匠 白 良好

主H中質主希
感悠

表土
旧眼 庄

10YR7/2にぶい舌縛 2 mm以 下の石襲・長石含お 良好

土師質土器
表 土 (29:

旧娘 l■ ナ テ 10YR6/2炊貢褐
良好

比質主希
悠悠

豪 土
!5Y4/1

灰
灰
東
賛 I mm以下の石英・長石・翼母合■|

良好

瓦賞土蕎
害憾 表土 282

オテ オテ

'Y5/1 
灰 やや密

良好

比買主経
常略

表土 36C (321
:5YO/1東 状
!5Y6/1曽 灰 l mm以 下の石革・長石・角関石・翼曇合お

良好

昆貨 土器
吉燃 表土

ナデ ナデ

,5va/1皇 温 mm以下の石英・長石・角閃石含む
良好

比寅主器

吉憾
表 土

OYR5/2灰黄褐
OYR5/2灰苦掲 l mm以下の石車・岳石・葦畳合す 良角

17
E賞工誘
悟烙

表土 J5Y5/1黄 灰 l mm以下の石英・長石・角FAR石・雲目合む
良好

H質主器
磨熔 表土

ナテ ナテ Z5Y3/1黒 掏
と5Y3/1里 福 i mm剪下の石事・岳石・角関石・蒙巴合お

良婿

工剛 輿 工誘

倍悠
表土 (27

7 5YR5/3 1こ ぶいネB 2 mm以 下の石英・長石・雲母含む 良

主日

“

貿上器
β炉 表 上

l■いヨコハケ 5YR5/4 1こふい赤褐
7 NR6/4 1こ べい緒 良

主帥東主語
甕

表土 35e Ｗ
開
副
ＹＲ にぶい精 mm以下の石英・長石・雲母含む

良好

肥Rl糸磁器
芸 表 上

堂オ 支・ 閣納 条 斜務 子 哉

75Y8/1 自

白

灰

灰

信艮
良好

H巴両糸擢希
腕

表 土 圏緑 1条  ヨンニヤう印ⅥI 75Y3/1

日

白

灰

灰

う 長
良好

巴前 系磁 器

商 表土 3
堂ル 笠・ 閣線 ,姿

自

由

灰

匝

岳艮
良好

肥雨 糸ほ 器

脱
表土 37 5

雲絃文 ∃繰 8条
N8/υ νく日

8ヽ/0灰 白
隔長

良好

頼戸美濃系磁器

術 表土 菫ル す

自

由

灰

辰
隔艮

良好

lu副糸櫂 器
腕

表 土 5
重れ文・圏練 4条 樹格子文・閣練 1条 5Y8/2

ロ
エロ

体

灰

隔 艮
艮婿

lB同 J糸阻 蔀
崎

表上 4
∃綿 ク峯・「大 イに生型 |

SY8/1 灰 自 隔艮
良好

旧可 糸枢 蔀
表 土 3i 4

II糸【摺 り

N8/0"く 日

N8/0灰 白
隋 長

良好

じ同!糸 ltJ喬

皿
表 土

高台無釉 艦勲  fNt給 馬Y4/,「オ1ケーづ
情艮

良好

三地 不 明阿器

営
豪 土

10R5/4
iOR5/6

赤褐
未

情 長
長好

蕉 蔀
表土

自部無釉
庁
識

i∪ YH6/Z灰 貢 衛
10YR6/4 1こぶい黄橙

精長
良好

明石焼阿器
泳 表土

ヨコヘラケスリ後ナテ オテ 5YR5/3 1こ 心ヽい赤衡
5YR5/3に ぶい赤掲 どmm以下の石革・岳石・妻塁合古 良好

男● Ijt l■ J希

誅
表止

:う YRb/3 1こ かい亦掏
!5YR5/3にぶい赤褐 J mm以 下の石英・長石含む 良舞

明石既 阿器

唐鉄
表 上

ナテ

腰日 19本 1吏
を5YR5/3 1こ 心ヽい亦褐
を5YRS/3 1こ 点い赤褐 良好

」JHれ 暁阿希
鷹鉄

表土 庁
躙 5YR3/3暗赤掲 3 mm以下の石英・長石・雲母含む

良好

朔石焼阿器
踏鉄 表 上 30′ (93

ナテ

臓 日 12太 1交
5YR6/4 に心ヽい穫
SYR6/4 に八ミい精 良好

明伯暁 IIH希
億歓

表土 万
躙 2 5YR5/2反 赤 l mm以下の石英・長石含む

良好

男石r■陶器
霞献

表 土
種 日 11六 1交

10R5/2灰 亦
3YR4/1梶 灰 良好

=帥
質主 希

井声 I.■
表土 7 5YR5/2灰 褐 良好

石器観察表

番号 器 種 図版 遺構名
(cm)法量

重量 (g) 石材 特 徴
長 幅 厚

現 表土 , 838( 凝灰岩 内面に使用痕有。

ナイフ型石器 表土 サヌカイト 自色風化。

-66-



金属器観察表

番号 器 種 図版 遺構名
法量 (cm)

特 徴
縦 横 厚さ

浅 表土 弓永通賀

巌 表土 0 電永通費

巌 表土 01 宋銭

K4 銭 表土 2 寛永通費

銭 表止 01 寛永通鷲

銭 表土 2 更永通琵

表上 2 寛永通賀

久米池遺跡

上器観察表

番 号 器 種 図斯 遺構名 外   面 内   面 胎土 焼成

か王 工 誘

懸
lTr

10YR4/2炊 吏鴨
7 5YR5/4 `こ ボい褐 良好

2
主H中誘
耶

3Tr (23
マメツ 5Y8/2灰 自

SYRA/1 瞬 白 良好

3
察患希

豚
(1
」転ナテ 回転ナテ 日

白

灰

贋 良好

4
土師器 SD2

′うYRO/3 1こふし`開
,YR7/4 にぶい緒 l mm以下の石華・長石合す、

良

5
E印 輿 二 希
窪 10YR7/2 1こ Aミい首子緒 良

6
貝息希

6Tr
タタキ 脂颯 l■ N6/0 万【

W7/0庶 白 良好

7
三地 不 明 阿希

表採
′うY′ /]"入 日
ivVA匠ナ I,一ブ 良好

8
廟

表採 (32)
革花攻 灰オリーブ

晴長
艮好

9
二日H距岳

窪
表採

タアハケ 言娘 L 10YR5/1禍 灰
良

二日巾器

不
表採

マメツ 10YR3/3浅 貢橙
良

11 =目
巾器

不
表採

ヱメツ IυY HU/Z灰 日
inVm/4 韓昔 緒 良好

表採 6
灰 日

灰オリーブ l mm以下の石革・毎石合す
艮

■H中誘
El

表採 (08
illYR7/4に ふ い貢 種
OYR6/6明 苦堀 良好

比器

朗
表採

旧頭 l■ 斤
購

灰

辰 mm u下 の石4・ 鳥万合よ、 良好

察恵器

姜
表採 (07

EE3転ナデ W′ /υ 〃く日
良好

芸
表採

」転 ナア
'B4/1暗

言炊
,B4/1陪音灰 l mm以下 の 石 車・ 岳 石合 お

良好

察思誘
lTH

表採
J転ナア 」転 ナテ 炊

匠

育

音 l mm以下 の 石革 ・与 布 合 お
良好

良息希
雪杯

表採
マメツ マメ|ツ 10YR5/6貢褐

16Y鮨 布 き鳩 良

胚生 土 器

害
表採

′OY HO/4 1こ心 い`蔭

Ч3/0暗 灰 良

刊ヽ生 工 喬

憲
表採

7 5YR7/6 搭
長

胚⊆主希
解

表採 (16
10YR7/4に 示 い貢 橙 やや粗

体生主 器

貨部
表採 7

でメツ マメツ 10YR4/1褐 灰
良

杯生土希

=訛
表採 =頭

圧
革命修 輩 tF |∩ YFIБ /4 1「

^ミ

I、渕自 i mmじ ′下 い 蔦 五 .与石 全 か 良

か王 工 藉

宦凱
表採

5Y5/2陪 灰青 艮

獅主主希
雪杯

表採 21
10YR5/4 にふい東褐
OYRS/4に尽いき掲 l mm以 下 の 石 革・ 早 石 ,偽 PAR石 合 お 良

主帥 質主 希

禍
表採

マメツ マメツ !5Y5/3貢 褐
10Y酪ノ4 1こ 黛 Lヽ昔潜 良

工RE質土器
憲 表採

ナテ
良

工師器
表採

10YR′/4 に心ヽい,ご礎
10YR7/41こぷい昔簿 艮

二日

“

誘

不
表採

J転ナア 10YR8/2νく自
l mm剪下 の 石 革・ 亭 石合 よi 良

ヨ枢
皿

表 採
25GY7/1明オリーフ灰 隔艮

良好

工渇

“

器
示

表採
マメツ マメ|ツ 〕YO/4に 小 い種

,WPフ /4 `「 くい緒 良

蓋
表採 (141 25Y6/2灰黄 2 mm以 下の石華・具石合‡

農

戻思 誘

等
表採

」転ナア 」転 ナ 5Y7/1 灰 日
25Y7/1 康 白 良好

察患喬
奉

表採
」転 ナテ J監ナテ 2 5YR5/3 にぶい赤褐

ク5YR5/a rこ黛ぃ未協 良好

察忠 希

休
表採

」転ナテ 到転ナテ
mm u下 の 石 道 ・ 三 石 合 よ、 良好

須恵恭
tT・

48 表採 4 (17
日

白

灰

灰 l mm以下の石薬・長石合お
良好

コニH印 ヨ再
表採 (26,

」転ナア 10YR4/3 1こふい責褐
10YR4/2灰 昔掲 l mmИ下 の 石 革・ 岳 石合 お 良

貝思喬

不
表採

」9Aすす 」転 ナテ N7/0灰 日
l mm以下 の 石蕗・ 与 希 合 お 良好
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倶思 議
表採

回転ナテ 5Y5/1
5V亨 /1

灰

白

吏

康 l mm以下の石英・長石含む
良

察息 器

外
表採

]転ナテ J転ナ7 灰

辰
良好

察恵希

踊
表採

回転ナデ 」転ナテ 面
白
仄

灰
良

買恵器
害 表採

ナテ 灰

灰

か

ね mmじ
'下
の 希 章 ・ 尋 万 合 す

良

貝恩喬
沐

表採
」転ナテ 回転ナデ 狭

庶
良好

演忠器
表採

回転ナテ 灰

Ｆ
良

演思器
占

表採
]転ナデ
自然釉付着

」転ナテ
ヨ鋏獅付著 Ч7/0灰 白

密
艮好

貝思議
ヨ林

表採
」転ナア 旧頭 圧

膳合痛

N6/O νく
Nフo阪 白

筆
l mm以下の石英・長石含む

良好

席副 暁 阿希

=
表採 (55:

」転ナテ ]転ナデ 2 5YR5/1灰 赤
l mm以下の石革・長石含よ

良好

ヨ徹
流

表 採
自

由

灰

匝

灼

ね

隅艮
艮男

電泉 票 系膏磁

前
表採 雪台無栞由

日

白

仄

灰

僑艮
良好

貝思喬

籐
表採

」転ナテ ]転ナデ
iY7/1灰 白 l mm以 下の石糞・長石含む

良好

疾患希

警
表採

回転ナテ
灰

匝

湘

約
良好

土日中希

硫
表採

マメツ マメツ
InYP7/4 1「 黛 Iヽ昔 緒

良

と師器
表採

マメツ 10YR6/4 1こ ふい東種 )や和
mm u下 の 石五・ 岳 布・ 重 昼 会 す

良

iltW質 主喬
渦

表採
狙い ヨコ′ 25Y8/2灰 日

l mm以下の石革・長石含と
良

二酌 賃 上器

鴻
表採

者頭圧 茨ナサ OYR3/3浅貢橙
nYPA/R嗚昔膳 良

土師賞土器
脇

表採
悟頭圧 ナテ

OYR6/4にぶい黄橙
rfl

長

工即 彙 工 喬

細部
表採

旧顕すア 5Y7/3浜 東 租
2 mm以 下の石英・長石・雲母含む

良

上帥 質主語

田部
表採 (97:

旧頭ナテ 2 5YS/2灰 貢
良

=Rn質
上器

血都
表 採 (59)

指頭ナテ 25Y6/2灰貢
良好

上師賞土器
表 採

言頭ナデ 10YR5/4 1こ小い東衡 〕や 4fl
良

二剛 輿 工 孫

|口 手
表採

ナテ ナデ 5YR3/3晴 赤禍
5YR3/3騰 赤褐

驚
l mmじ′下 の示 革 ・三 石・ 董 舟 合 す、

良好

鷹両 F■開誘
率

表採
ナテ 10YR6/1 褐灰

良

隋両院阿器
墓

表採
ナデ ナテ 灰

匠

晴

膳
良好

扁雨 暁 陶器

雹鉄
表 採

青顕ナ 7 圧頭

日

旧

層 7 5YR5/3 1こ ぶいネ8
やや 省

良好

傭削駐 阿孫
療鉄 表採 7 (53

5YR5/2灰 禍
l mm以下の石英・長石含む

良好

石器観察表

番号 器種 図版 遺構名
法量 (cm)

重量 (g) 石材 特 徴
長 幅 厚

E庖丁 表採 396 サヌカイト 面面より調整。
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写 真 図 版
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奥
ノ
坊
古
墳
群

写真 1 調査前遠景 (北から) 写真 2 調査前状況 (北から)

写真 3 2号墳調査前 (北から) 写真 4 3号墳調査前状況 (東から)

写真 5 測量風景 (西から) 写真 6 調査風景 (東から)

・  ィIJI■
!|ユ 「́

鉾 |:I― |■ |

写真 7 2号墳断面 (東から)
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写真 8 2号墳周溝完掘状況 (北から)



奥
ノ
坊
首
墳
群

写真 9 3号墳表土掘削状況 (西から) 写真10 2号墳断面 (東から)

写真11 3号墳断面 (北から)

写真13 4号墳完掘状況 (北から) 写真14 土墳墓群検出状況 (北から)

!::江

1翻
a議

写真15 土墳墓群断面 (北から)
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調査地全景 (北から)



奥
ノ
坊
古
墳
群

写真17 土獲墓群完掘状況 (北から) 写真18 土境墓群完掘状況 (南から)

SK7遺物出土状況 (北から) 写真20 SK3遺物出土状況 (北から)
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奥
ノ
坊
苗
墳
群

20

写真21 奥ノ坊古墳群出土遺物①
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奥
ノ
坊
古
墳
群

38

写真22 奥ノ坊古墳群出土遺物②
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奥
ノ
坊
吉
墳
群

ゝ ir爾
, 
デ

27

写真23 奥ノ坊古墳群出土遺物③
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久
米
池
遺
跡

第 1ト レンチ掘削状況 (西から)

写真29 SD3検出状況 (東から)

:ご

写真24 調査地全景 (南から) 写真25

写真26 第 1ト レンチ掘削状況 (西から) 写真27 第 1ト レンチ掘削状況 (北から)

写真28 第 6ト レンチ土層断面 (北から)

写真31 SAl検出状況 (西から)写真30 SP5検出状況 (東から)
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写真32

久
米
池
遺
跡

SAl半裁状況 (東から)

旧河道検出状況 (南から)

写真33 SAl完掘状況 (東から)

写真34 噴砂検出状況 (南から) 写真 35
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久
米
池
遺
跡

Ч

写真36 久米池遠跡出土遠物①
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久
米
池
遺
跡

写真37 久米池還跡出土遠物②

-79-





報 告 書 抄 録

ふ り が な おくのぼういせきぐんⅣ (お くのぼうこふんぐん・くめいけいせき)

圭
自 名 奥の坊遺跡群Ⅳ (奥ノ坊古墳群・久米池遺跡 )

副  書  名 高松市東部運動公園 (仮称 )整備に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 久 第 4冊

シ リー ズ名 高松市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第 94集

編 著 者 名 ジく此尋 不口貝J

編 集 機 関 高松市教育委員会

所  在  地 〒 760-8571 香川県高松市番町一丁目8番 15号  TEL087-839-2636

発 行 年 月 日 西暦 2006年 3月 31日

ふ りが な

所収遺跡名

しょざいち

所在地

コー ド 】ヒ沐革 東経
調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号
調査面積

おくのぼうこふんぐん

奥ノ坊古墳群

香川県

高松市

高松町

37201 ４

　
　
９

　
　
０

３

　
　
１

　
　
３

ぽ
７
ギ

2001,9,4

2001.11.28

1,020ポ 高松市東

部運動公

園 (仮称 )

整備事業

くめいけいせき

久米池遺跡

香川県

高松市

新田町

37201
０
　
　
　
′
　
　
　
″

４

　
　
８

　
　
０

３

　
　
１

　
　
５

134°

06′

30″

2003.1.8

2003.1.21

200ゴ 高松市東

部運動公

園 (仮称 )

整備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奥ノ坊古墳群 古墳 古墳

近世

周溝

墓地

須恵器

陶磁器

久米池遺跡 集落 古代～中世 溝,柱穴列 弥生土器,土師質土器 ,

須恵器,輸入陶磁器

噴砂

要

奥ノ坊古墳群は高松市東部の丘陵部に所在する後期古墳群である。1号墳は昭和 40年

に消滅している。今回の調査で 2～ 4号墳の所在が明らかになつた。いずれの古墳も削

平されていたが,出土須恵器から7世紀の古墳群と考えられる。
久米池遺跡は久米池の池底に所在する集落遺跡である。これまでその範囲や性格が不

明であつたが,今回の調査で柱穴列や溝を検出した他,弥生～近世前半の遺物が出上し
た。このことから,概ね近世前半頃に久米池が築造されたことが明らかになった。
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